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上手な薬剤選択と早い散布で防除実施率・効果ＵＰへ！
～小麦雪腐病の効果的な薬剤と防除薬剤を確認～ 当別町

１ 課題設定の背景
当別町は、水田転作の６割以上を小麦作

付が占める。近年、多雪年が続き根雪期間

も長期化し、平成24年産以降は小麦雪腐病

の被害面積・廃耕面積が多くなっている。

特に平成24年産は、根雪始が早く、根雪

直前の雪腐病防除前に根雪となったこと、

秋の長雨で排水対策が不十分であったこと

も被害拡大の要因であった。

また、長年、農家から「雪腐病防除は、

防除効果が判然としない、実施しても被害

がある」等の声も聞かれ、防除実施率の低迷が続いていた。

平成25年度試験場から雪腐病防除時期を早めても効果の高い薬剤が指導参考として示され

冬損が出やすい｢ゆめちから｣導入と合わせて、雪腐病防除の実施拡大に向けて取り組んだ。

２ 活動の経過

※地域の雪腐病の種類と、それに伴う効果の高い薬剤の確認と防除のポイントを整理

３ 活動成果

防除薬剤試験で効果の高い薬剤を選定！

図１ 近年の小麦雪腐病被害面積率（石狩北部）
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石狩北部支所病害虫現況調査より

根雪期間の長期化で

被害面積が増加

☆平成26年度

石狩農業支援会議ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

｢秋小麦雪腐病防除技術の実証｣

☆雪腐病防除薬剤試験

試験展示ほ（2カ所）

→効果の高い薬剤選定

防除方法ＰＲ

FAX情報・研修会

ＪＡ資材窓口対応

防除率

向上へ

図２ 「ゆめちから」の発病程度指数及び菌種割合
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○Before After（越冬前：上段 越冬後：下段)

越冬前
H25.10.30

越冬後
H26.4.16

☆無防除や単剤処理は発病程度が高い！

☆褐色雪腐病の発生が多いと発病程度も高め

☆効果の高い組み合わせ

・フロンサイド＋ランマン

・シルバキュア＋ランマン



- 6 -

☆効果の高かった防除薬剤（ゆめちから試験ほ場）

＝ＦＡＸ情報・研修会で農家へ周知＝

☆防除実施率向上のポイント
○試験場と協力して、当地域での防除方法と

薬剤を明確にできた。

○ＪＡと普及センターが協力して、農家に向

け積極的なＰＲがで

きた。特にＪＡの資

材窓口での対応で、

省力的なラジコンヘ

リ防除への誘導も行

われたことが、防除

実施率向上につながった。
４ 今後の対応
○ＪＡと協力し雪腐病防除の定着へ向け、継続して啓発活動を行う。

＝ブームスプレヤー防除＝

☆フロンサイド＋ランマンの混用防除

防除時期：１０月２５日頃～１１月上旬が目安。

※現在の薬剤の中では、最も防除効果の高

い組み合わせ！

＝ラジコンヘリ防除＝

☆シルバキュア＋ランマンの混用防除

防除時期：１１月上～中旬が目安。

※ｼﾙﾊﾞｷｭｱﾌﾛｱﾌﾞﾙ単剤は、褐色小粒菌核病以外

の雪腐病では効果が劣る場合があるため、

ランマンフロアブルの混用が必須である。

防 除 方 法 の Ｐ Ｒ

＝雪腐病防除実施率の向上へ(JA北いしかり)＝
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※石狩北部支所病害虫現況調査およびＪＡ北いしかり聞き取り

Ｈ２７年産防除実施率はＪＡ聞き取り数値（2015年1月現在）

＝ＪＡ資材窓口での対応（資料）＝

２週間後
・ 被害は重傷！

（被害程度指数 3.50 ）
・

２週間後

・ 被害は軽く生育良好
（被害程度指数 0.63 ）

・

２週間後

・ 被害はやや軽い
（被害程度指数 0.63 ）

・

褐色小粒が主であるが、
紅色・褐色雪腐病も併発

紅色雪腐病が散見されるが、
褐色雪腐病は少ない

紅色雪腐病がやや多い、褐色雪
腐病は少ない
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